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１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 10,065 1.0 785 △9.9 857 △8.6 508 △7.8

2024年３月期第３四半期 9,965 8.9 871 52.3 938 46.6 551 508.0
(注) 包括利益 2025年３月期第３四半期 494百万円( △11.5％) 2024年３月期第３四半期 559百万円( 792.7％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 83.07 ―

2024年３月期第３四半期 90.06 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 35,814 6,298 17.6

2024年３月期 35,834 6,005 16.8
(参考) 自己資本 2025年３月期第３四半期 6,296百万円 2024年３月期 6,003百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 ― 16.00 ― 17.00 33.00

2025年３月期 ― 16.00 ―

2025年３月期(予想) 17.00 33.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,800 2.2 1,300 5.5 1,380 2.9 800 △28.3 130.65
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2025年３月期３Ｑ 6,820,000株 2024年３月期 6,820,000株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 696,845株 2024年３月期 696,844株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 6,123,155株 2024年３月期３Ｑ 6,123,156株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



株式会社サン・ライフホールディング(7040) 2025年３月期 第３四半期決算短信

1

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ……………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ……………………………………………………………………………………３

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ………………………………………………………３

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………………４

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………４

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ………………………………………………６

四半期連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………６

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………６

四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………………７

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………７

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 …………………………………………………………………８

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………………８

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………………８

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………………８

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記） ………………………………………………………………９

独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書 …………………………………………10



株式会社サン・ライフホールディング(7040) 2025年３月期 第３四半期決算短信

2

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当四半期連結会計期間のわが国経済は、雇用環境の改善が進み、個人消費の回復やインバウンド需要の高まりによ

って緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、ウクライナや中東の情勢不安の長期化によるエネルギー価格

や原材料価格の上昇、および円相場の急変動や株式市場の混乱、世界的な金融引き締め政策により、国内景気の先行

きは依然として不透明な状況となっております。

主要事業において、ご葬儀のご用命数が堅調に推移したこと、介護施設の入居者数の増加とサービスご利用件数が

増加したことにより、売上高は前四半期連結会計期間比1.0％増の10,065百万円となりました。一方、利益面につきま

しては、当初計画に沿った給与水準の引き上げ、待遇改善、人材育成など、人的投資を積極的に強化・推進したこと

等による労務費の増加、並びに物価高騰による各種コストの上昇もあり、営業利益は前四半期連結会計期間比9.9％減

の785百万円、経常利益は前四半期連結会計期間比8.6％減の857百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前四半

期連結会計期間比7.8％減の508百万円となりました。

各セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

①ホテル事業（ホテル・ブライダル事業）

積極的な新規のご婚礼、ご宴会の獲得活動を継続して行い、さらにはローコストオペレーションを推進したも

のの、八王子ホテルニューグランドの閉業（2023年11月30日付）の影響等により、売上高は前四半期連結会計期

間比24.3％減の693百万円、営業損失は30百万円（前四半期連結会計期間は28百万円の営業利益）となりました。

また、2024年９月に平塚市のホテルサンライフガーデンにおいて、施設リニューアルを行いました。外壁をは

じめ、ロビーや宴会場をリニューアルしており、お客様に高い付加価値を感じていただけるようなホテル・ブラ

イダル施設を目指してまいります。

②式典事業（葬祭・法要事業）

式典事業では、業界再編による競合環境の激化や儀式儀礼の小規模化の流れの中、お客様からご用命いただけ

るよう企業基盤を強化していくことが求められております。そのような環境の中、当社グループはご葬儀、仏壇

仏具、法事法要、埋葬や相続、生活サポートなど終活全般に渡り、お客様との長期間の関係作りを推進するため、

集客型イベントの開催、広告による認知度向上策、ご相談体制の強化、ご提案内容の拡大、人材教育の強化、シ

ステム関連投資を行ってまいりました。家族葬ニーズに対応した施設展開として2024年９月に茅ヶ崎南口ファミ

リーホール（神奈川県茅ヶ崎市）を開設いたしました。また、既存斎場のご利用価値向上のため、リニューアル

や修繕計画も進行しており、ご利用者様の利便性を高めてまいります。

その結果、ご葬儀件数は増加し、売上高は前四半期連結会計期間比3.7％増の7,361百万円、営業利益は前四半

期連結会計期間比1.3％増の1,488百万円となりました。

③介護事業（介護事業・有料老人ホーム事業）

介護事業では、サービス利用者の増加とサービス品質向上に努めました。施設の入居率、サービスご利用件数

が回復したことにより、売上高は前四半期連結会計期間比4.7％増の1,614百万円、営業利益は前四半期連結会計

期間比28.4％増の86百万円となりました。

④その他事業（少額短期保険他）

その他の事業では、ハウスクリーニング事業において大型清掃等の高単価施行数が前期よりも減少したため、

売上高は前四半期連結会計期間比2.7％減の396百万円、営業損失は10百万円（前四半期連結会計期間は10百万円

の営業利益）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べ20百万円減少し、35,814百万円となりま

した。これは、のれんの減少等による無形固定資産の減少140百万円、保険積立金の増加による投資その他の資

産の増加144百万円があったことによるものです。

（負債）

当四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ313百万円減少し、29,516百万円となりま

した。これは、引当金及び未払金法人税等の減少等による流動負債の減少161百万円、前払式特定取引前受金の

減少等による固定負債の減少152百万円があったことによるものです。

（純資産）

当四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ292百万円増加し、6,298百万円となり

ました。これは、配当金の支払い202百万円があったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益508百万円の

計上による利益剰余金の増加306百万円、その他有価証券評価差額金の減少13百万円があったことによるもので

す。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2024年５月９日の「2024年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」で公表いた

しました数値より変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,577,996 10,283,259

売掛金 749,483 771,231

有価証券 309 333

商品 36,983 33,253

原材料及び貯蔵品 62,249 72,362

預け金 51,564 52,186

その他 501,484 718,452

貸倒引当金 △1,972 △2,533

流動資産合計 11,978,098 11,928,545

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,497,671 6,445,084

土地 8,321,883 8,321,586

その他（純額） 338,126 416,955

有形固定資産合計 15,157,681 15,183,627

無形固定資産

のれん 844,790 725,311

その他 123,386 101,894

無形固定資産合計 968,177 827,206

投資その他の資産

投資有価証券 2,009,481 3,600,436

供託金 1,698,965 102,965

その他 4,061,302 4,211,614

貸倒引当金 △38,823 △40,035

投資その他の資産合計 7,730,925 7,874,980

固定資産合計 23,856,783 23,885,814

資産合計 35,834,882 35,814,360

負債の部

流動負債

買掛金 605,174 615,801

未払金 304,468 319,793

未払法人税等 235,281 34,425

引当金 218,776 119,970

その他 1,080,638 1,193,004

流動負債合計 2,444,338 2,282,995

固定負債

前払式特定取引前受金 25,927,734 25,883,923

引当金 46,382 35,329

退職給付に係る負債 179,406 170,328

資産除去債務 - 89,683

その他 1,231,850 1,054,026

固定負債合計 27,385,373 27,233,292

負債合計 29,829,712 29,516,287
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 761,914 761,914

利益剰余金 5,761,929 6,068,556

自己株式 △685,696 △685,697

株主資本合計 5,938,148 6,244,773

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 65,812 52,090

その他の包括利益累計額合計 65,812 52,090

非支配株主持分 1,209 1,208

純資産合計 6,005,169 6,298,072

負債純資産合計 35,834,882 35,814,360
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

売上高 9,965,676 10,065,498

売上原価 7,506,640 7,657,872

売上総利益 2,459,035 2,407,626

販売費及び一般管理費 1,587,588 1,622,543

営業利益 871,447 785,082

営業外収益

受取利息 7,112 13,654

受取配当金 7,284 6,236

前受金月掛中断収入 12,710 13,495

不動産賃貸収入 17,097 16,313

助成金収入 15,322 8,684

その他 35,733 24,048

営業外収益合計 95,260 82,432

営業外費用

不動産賃貸費用 4,529 4,017

前受金復活損失引当金繰入額 16,288 3,997

貸倒引当金繰入額 5,776 -

その他 1,663 1,998

営業外費用合計 28,258 10,012

経常利益 938,450 857,502

特別利益

固定資産売却益 - 639

受取保険金 4,143 211

特別利益合計 4,143 851

特別損失

固定資産除売却損 53,678 34,679

投資有価証券評価損 3,999 -

和解金 2,191 3,600

特別功労金 - 23,266

特別損失合計 59,870 61,545

税金等調整前四半期純利益 882,723 796,807

法人税、住民税及び事業税 181,494 150,627

法人税等調整額 149,737 137,490

法人税等合計 331,232 288,117

四半期純利益 551,491 508,689

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

14 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 551,476 508,690
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

四半期純利益 551,491 508,689

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 7,894 △13,721

その他の包括利益合計 7,894 △13,721

四半期包括利益 559,385 494,967

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 559,370 494,968

非支配株主に係る四半期包括利益 14 △0
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2023年４月１日 至 2023年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

ホテル事業 式典事業 介護事業 計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 915,617 7,100,715 1,542,152 9,558,485 407,190 9,965,676 ― 9,965,676

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

97,866 21,185 515 119,567 29,275 148,842 △148,842 ―

計 1,013,483 7,121,901 1,542,668 9,678,053 436,465 10,114,518 △148,842 9,965,676

セグメント利益
又は損失(△)

28,377 1,469,547 67,218 1,565,143 10,507 1,575,650 △704,203 871,447

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、少額短期保険業、清掃業他が含ま

れております。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△704,203千円には、セグメント間取引消去38,697千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△742,900千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

ホテル事業 式典事業 介護事業 計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 693,486 7,361,814 1,614,057 9,669,359 396,139 10,065,498 ― 10,065,498

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

110,786 17,259 31 128,076 25,382 153,459 △153,459 ―

計 804,272 7,379,074 1,614,088 9,797,435 421,521 10,218,957 △153,459 10,065,498

セグメント利益
又は損失(△)

△30,221 1,488,953 86,313 1,545,045 △10,553 1,534,491 △749,408 785,082

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、少額短期保険業、清掃業他が含ま

れております。

２ セグメント利益又は損失(△)の調整額△749,408千円には、セグメント間取引消去37,834千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△787,243千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
至 2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

減価償却費 405,493千円 396,534千円

のれんの償却額 119,144千円 119,478千円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2025年２月10日

株式会社サン・ライフホールディング

取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人

横浜事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 川口 靖仁

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 井上 喬

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社サン・ライフホールディン

グの2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2024年10月１

日から2024年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2024年４月１日から2024年12月31日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包

括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引

所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期

財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が

適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められ

なかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビ

ューを行った。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビュ

ーにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に

従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たし

ている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国に

おいて一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成す

ることにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を

作成することが適切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準

第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継

続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ

とにある。
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四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立

場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビュー

の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の

期中レビュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な

不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、

株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４

条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項

が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる

場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は

重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表

に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビ

ュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業と

して存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準

第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に

準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を

入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責

任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の

重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し

たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するた

めの対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用

している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。

以 上

（注）1．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しておりま

す。

2．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


